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謹んで新年のご挨拶を申し上げます 

新年にあたり、昨年の活動を振り返ることから始めさせて頂きます。  

まず昨年の大きな出来事として、「熊本地震」を挙げることができます。2016 年 4 月 14 日、16

日と続けて起こった震度 7の強い揺れは大きな被害をもたらしました。50 名の方が亡くなられ、住

宅全壊約 8,000 棟、半壊約 30,000 棟の甚大な被害です。被災された皆様に心よりお見舞い申し上

げると共に、被災地の一日も早い復興をお祈り申し上げます。 

医療・福祉施設も重大な被害を受けたケースがあり、当協会では緊急に調査団を立ち上げると共

に、今年度の課題研究として取り上げることとしました。医療施設では小林健一先生（国立保健医

療科学院）、福祉施設では石井敏先生（東北工業大学）をリーダーとして調査・分析が進んでおり、

9 月の医療福祉建築フォーラムにて中間報告を行いました。年度内には報告書がまとめられる予定

ですが、会員向けの報告会も計画したいと考えております。 

その他、順に協会の活動を振り返りますが、先ず、研修事業です。当協会の研修事業はご承知の

ように、見学会、講座・フォーラム、JIHa ユースクラブで成り立っています。見学会は、講座やフ

ォーラムが開催される月を除いてほぼ毎月行われておりますが、いずれも定員を超える参加申し込

みを頂き、順調に推移しています。又、講座・研修は、病院管理者向けの病院建築講座、病院建築

基礎講座、福祉建築基礎講座、医療福祉建築フォーラムから成っていますが、6 月から 9 月にかけ

て建築会館ホールで開催され、いずれも会場をほぼ満席とする積極的なご参加を頂きました。充実

した講座・フォーラムが運営できていることは、当協会の存在意義に照らして重要と言えます。企

画にあたられた事業委員会委員、及び、講師をお勤めいただいた諸氏に感謝申し上げます。若手育

成と JIHa の次世代幹部育成を目的とした「JIHa ユースクラブ 2016」は、「これからの超高齢社会

におけるリハビリテーション環境」をテーマに、16 名の参画を得て、活発な活動が行われています。 

顕彰事業では、「医療福祉建築賞 2016」に 26 点の応募を頂き、山下哲郎委員長（工学院大学）の

元で審査がすすんでおります。その他、編集発行事業、情報発信事業等も例年通り、順調に進行し

ております。 

国際交流事業では、韓国医療福祉建築協会（KIHA）との交流が深まった年であり、先方の学術大

会に小生と筧淳夫教授（工学院大学）が招かれ、招聘講演をさせていただきました。又、フランス

の医療施設建築家の視察団が 10 月末に来日し、全国の医療福祉建築を見て回られましたが、この

アレンジに国際委員会のメンバーを始めとして会員の皆様の多大なご協力を頂きました。当協会員

との交流会も盛況ななか開かれ、実りある国際交流となりました。ご尽力を頂いた皆様に心よりお

礼申し上げます。 

 本年も、当協会の着実な歩みをしっかり維持していきたいと考えております。超高齢社会にお

ける重要な社会基盤としての医療福祉建築の尚一層の整備の推進などに努力が求められる年にな

ると考えます。当協会の担うべき役割もなお一層重要性を増すものと考え、心を引き締めている次

第です。 

末筆ながら、当協会の会員の皆様のなお一層のご活躍を祈念いたします。 

２０１７年 元旦 

一般社団法人 日本医療福祉建築協会 

会長  上 野 淳 
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あけぼの病院見学会 開催案内 

２月の月例行事は、標記病院を見学させて頂きます。参加ご希望の方は、下記の申し込み方法のと

おりお申し込み下さい。 

記 

あけぼの病院 http://akebono-hospital.jp/  

 日  時 ２０１７年２月１４日(火) 15:00-17:00 

 所 在 地 東京都町田市中町 1-23-3 

 設  計 KAJIMA DESIGN 

 デ ― タ 地上 5階・搭屋 1階/鉄骨造、延 4,446.24 ㎡、2015 年 10 月竣工 

 特  徴 病院棟の老朽化を機に、３棟に分散している病院、透析クリニック、健診センター 

の機能を集約した新病院棟を計画。１フロアで国内最大級の 142 床をもつ透析施設 

は、行動モニタリングとシミュレーションによって検証した空間構成とし、サーカ 

ディアンリズムライティングやドラフト感のない空調などの技術で長時間治療に

配慮した環境をつくり出している。病棟には、専門家の監修のもとで新たに開発し 

た睡眠環境向上技術を導入したほか、手術室には独自技術である手術室新空調シス 

テム（KVFS）を採用するなど、エビデンスを伴った光・音・温熱環境の各種技術を 

統合し、新しい病院環境を実現している。 

 交  通 小田急線「町田」駅北口より 徒歩 7分 

 定  員 ５０名（JIHa 会員・会友に限る） 

 参 加 費 ３，２４０円（税込） 

写真撮影：①見学会開始前の撮影 ②施設利用者の撮影 ③フラッシュの使用 は禁止となります 

（公社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：2時間（予定） 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム（予定）

 申込方法 

1）申込方法：原則として E-mail に限ります。 

2）申込期間：１月１６日（月）10：00～１月１８日（水）15：00（３日間） 

 先着順ではございませんので、上記受付期間中にお申し込みください。なお、お申し込み数が定員

を超えた場合は抽選とさせていただきますのでご了承ください。 

3）記入事項：件名「あけぼの病院見学会参加申込み」 

①参加者名（法人会員は複数並記可）、②勤務先･部署、③電話番号、④E-mail アドレス、⑤〒･住所

（返信先）を記載のこと。 

4）申込人数：機会均等のため、応募者多数の場合は抽選の上、法人会員は１社２名様以内、会友は

１法人１名様とさせていただきます。個人会員は本人のみとし、代理出席はできません。 

5）申込の確認：お申し込みいただいたものについて、抽選のない場合は受付期間後の翌日、抽選を

行った場合は受付期間後２日以内（土日祝日除く）に結果をメールで返信致します。返信のない場

合は E-mail 等にてお問い合わせください。 

6）受付期間終了後、抽選となった場合は、申込数と併せてホームページにてその旨ご報告します。

なお、受付期間内に定員に達しなかった場合は、引き続き受付します。 

 

日本医療福祉建築協会事務局 E-mail：office@jiha.sakura.ne.jp 
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